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八田 10「÷２↑」  
浩平 15「÷２でやる↑」 
八田 16「//何かねぇ。こんなに違いすぎると」 Ｔ８「うん，同じやり方でやる」 
Ｔ16「違いすぎるねぇ」 浩平 16「それをおなじやり//」 
八田 11「//やり方にすると，2.5なんだよね」 
 








決するためにどうする↑」   

















 ２５→１０倍 ２５０ 
×１６→１０倍した  


















八田 17「//まずこれ(400)が 1.6 ㍑の値段になれ
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